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A

災害復旧

分担金

　●手数料

　●工事請負費

　※翌年度繰越額 （工事請負費）

決算事項別明細書 P66

大事業 都市基盤・生活 担当部署 農林整備課

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 農林災害復旧費 災害復旧費

事業開始年度 令和7年度 農林水産業施設災害復旧費

事業進捗度 － 農林災害復旧費

当 初 予 算 額 39,000,000 円

目
的

自然災害による不測の農林被害に対し
て、被災箇所を復旧することによって農
林被害の拡大を防ぎ、安全を確保する。予 算 現 額 51,600,000 円

決 算 額 42,110,600 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 2,300,000 円

そ　の　他 1,839,420 円

一 般 財 源 37,971,180 円

人件費コスト  B 1.2人役 9,447,600 円 総事業費　　A+B 51,558,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　風水害などにより被災した農林施設の復旧工事等を行った。
　令和7年7月豪雨、1月地震等により、農地及び農業用施設が被災し耕作に支障をきたしたため、補助事業採択要
件に満たない農地及び農業用施設（農道、用排水路等）の災害について単独事業により応急的に復旧を行った。

990,400円

41,120,200円

【農林災害復旧事業】 42,110,600円 0円 2,300,000円 1,839,420円 37,971,180円

一般財源

　令和8年1月6日に発生した地震により被害を受けた農業用施設の復旧工事について、関係機関協議や施工業者の
確保に期間を要し、十分な工期が確保できないため。

2,879,000 円

宮上水路災害応急工事 大栗農地災害応急工事

奥の谷農道災害応急工事 新宮頭首工災害応急工事



【繰越明許】
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国

災害復旧

●工事請負費

　・補助災害 　・単独災害

道路：2件　河川：0件　計2件 道路：4件　河川：4件　計8件

　工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

災害復旧延長　L=13m R7.2.21～R7.7.25

災害復旧延長　L=8m R7.2.15～R7.5.23

決算事項別明細書 P66

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 道路橋りょう災害復旧費 災害復旧費

事業開始年度 令和6年度 公共土木施設災害復旧費

事業進捗度 － 道路橋りょう災害復旧費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

自然災害による不測の道路橋りょう被害
に対して、被災箇所を復旧することに
よって被害の拡大を防ぎ、市民生活の安
全を確保する。

予 算 現 額 21,011,000 円

決 算 額 19,213,700 円

財
源
内
訳

国・県支出金 5,165,728 円

地　方　債 12,600,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,447,972 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 19,213,700 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【道路橋りょう災害復旧費】 19,213,700円 5,165,728円 12,600,000円 0円 1,447,972円

一般財源

　豪雨・台風・高潮等の自然災害による不測の被害に対して、被災箇所を迅速に復旧することによって被害の拡大
を防ぎ、市民生活の安全を確保する。本年度は、補助災害復旧事業の採択要件を超える豪雨等の影響もあり、公共
土木施設（道路・河川）への被害が生じたため、補助事業及び単独事業により復旧した。

19,213,700円

　・令和6年災　第171号
　　　　　　　　　　矢田線道路災害復旧工事

　・令和6年災　第172号
　　　　　　　　　梶虫木線道路災害復旧工事

令和6年災 第171号 矢田線道路災害復旧工事

着手前 竣工

令和6年災 第172号 梶虫木線道路災害復旧工事

着手前 竣工
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●工事請負費

　・単独災害

道路：47件、河川：7件　計：54件

●消耗品費

※翌年度繰越額　工事請負費 2,387,000円

　工事名 業務概要 工期（着工～実地完成）

　・単独災害　十年畑的場線道路災害復旧工事外 災害復旧延長　L=14.4m R8.2.5～R8.4.30

　令和8年1月に発生した地震災害について、十分な工期が確保できないことから年度内完了が困難となった。

決算事項別明細書 P66

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 道路橋りょう災害復旧費 災害復旧費

事業開始年度 令和7年度 公共土木施設災害復旧費

事業進捗度 － 道路橋りょう災害復旧費

当 初 予 算 額 38,000,000 円

目
的

自然災害による不測の道路橋りょう被害
に対して、被災箇所を復旧することに
よって被害の拡大を防ぎ、市民生活の安
全を確保する。

予 算 現 額 58,000,000 円

決 算 額 46,412,137 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 10,200,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 36,212,137 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,511,100 円 総事業費　　A+B 51,923,237 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【道路橋りょう災害復旧費】 46,412,137円 0円 10,200,000円 0円 36,212,137円

一般財源

　豪雨・台風・高潮、地震等の自然災害による不測の被害に対して、被災箇所を迅速に復旧することによって被害
の拡大を防ぎ、市民生活の安全を確保する。

46,301,200円

110,937円

着手前 完成

川奥2号線災害応急工事

着手前 完成

用土川災害応急工事
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　令和8年1月発生の地震による学校施設の被害を確認し、修繕を実施した。

　● 経費の内訳

　 ・需用費 円

　● 主な修繕内容

・校舎竪樋修繕（伯太中）

・自転車小屋修繕（三中）

・屋外給水管漏水修繕（三中）

※翌年度繰越額　（修繕料）

決算事項別明細書 P66

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 教育総務課

中事業 学校教育の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 学校施設災害復旧費 災害復旧費

事業開始年度 令和7年度 文教施設災害復旧費

事業進捗度 － 学校施設災害復旧費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

地震により被害を受けた学校施設を修繕
する。

予 算 現 額 30,000,000 円

決 算 額 1,035,100 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 1,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 35,100 円

人件費コスト  B 0.4人役 3,149,200 円 総事業費　　A+B 4,184,300 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

1,035,100

297,000円

253,000円

【学校施設災害復旧費】 1,035,100円 0円 1,000,000円 0円 35,100円

一般財源

    校舎竪樋修繕（伯太） 自転車小屋修繕（三中）

屋外給水管漏水修繕（三中）

140,800円

13,037,000円

　災害復旧について、年度内の完了が困難なため。
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安来市立歴史資料館　漏水修繕

東比田交流センター　給水管漏水修繕

荒島交流センター　鋼線入ガラス修繕

菅原交流センター　勝手口犬走修繕

東比田交流センター　１階　災害応急修繕

東比田交流センター　体育館倉庫雨漏修繕

井尻交流センター　２Ｆホールガラス修繕

宇波交流センター　地震災害修繕

※翌年度繰越額　需用費、委託料、工事請負費　　　　14,587,000円

設計や調査、史跡富田城跡に係る現状変更許可手続きに時間を要し、年度内の完了が困難となったため。

　

決算事項別明細書 P66

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 文化課

中事業 文化・芸術活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 社会教育施設災害復旧費

目
的

地震により被害を受けた交流センター等
の社会教育施設の修繕を実施する。

予 算 現 額 16,000,000 円

決 算 額 1,412,983 円

財
源
内
訳

国・県支出金

災害復旧費

事業開始年度 令和7年度 文教施設災害復旧費

事業進捗度 － 社会教育施設災害復旧費

0 円

地　方　債 1,300,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 112,983 円

当 初 予 算 額 0 円

人件費コスト  B 0.1人役 787,300 円 総事業費　　A+B 2,200,283 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【社会教育施設災害復旧事業】 1,412,983円 0円 1,300,000円 0円 112,983円

一般財源

84,700円

13,200円

462,000円

104,500円

40,150円

124,300円

　令和8年1月6日に発生した、安来市を震源とする地震により被害を受けた、社会教育施設の機能回復に向けた修
繕を実施した。

144,133円

440,000円

接合部伸縮継手の落下（東比田CC）

教室増設部分の接合部よりコンクリ片ほか

伸縮継手が落下（東比田交流センター）

落下
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●広瀬中央公園総合体育館修繕（ガラス）

●広瀬中央公園野球場修繕（ガラス、門扉、漏水）

●伯太運動広場修繕（漏水）

●給食センター修繕（ひび等）

●給食センター舗装修繕

●給食センターボイラー設備修繕

決算事項別明細書 P66

大事業 子育て・教育・文化 担当部署 地域振興課

中事業 スポーツ活動の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 保健体育施設災害復旧費 災害復旧費

事業開始年度 令和7年度 文教施設災害復旧費

事業進捗度 － 保健体育施設災害復旧費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

地震により被害を受けた施設を修繕す
る。

予 算 現 額 36,500,000 円

決 算 額 1,796,390 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 1,700,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 96,390 円

人件費コスト  B 0.1人役 787,300 円 総事業費　　A+B 2,583,690 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【保健体育施設災害復旧事業】 1,796,390円 0円 1,700,000円 0円 96,390円

一般財源

39,600円

1,100,000円

198,000円

165,000円

　令和8年1月6日に発生した地震により破損した施設等を修繕した。

35,420円

258,370円

写真がないでしょうか

広瀬中央公園総合体育館地震発生時

ガラス破損

広瀬中央公園野球場災害発生時

ガラス破損

広瀬中央公園総合体育館地震発生時

門扉破損（地震によるずれ）

広瀬中央公園総合体育館地震発生時

漏水（コンクリート内部水道管破損）
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　地震により被害を受けた夢ランドしらさぎ・ふれあいプラザの修繕等を行った。

● 配管の破損による漏水、天井や壁の破損等の修繕

● 排水管の破損調査

● 吊り天井の地震影響調査

　赤屋老人福祉センター等の修繕を行った。

● 認定こども園母里内壁等破損修繕

● 安来保育所アルミサッシガラス修繕

　地震以降、さぎの湯温泉の源泉温度が低下傾向にあり、原因を特定するための源泉内検層等調査を行った。

● さぎの湯温泉源泉温度低下原因緊急調査業務

　※翌年度繰越額

・修繕費

・調査委託料

設計や調査、国の補助金対象事業の査定に時間を要し、年度内の完了が困難となったため。

決算事項別明細書 P66

大事業 保健・医療・福祉 担当部署 福祉課

中事業 地域福祉の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 民生施設災害復旧費 災害復旧費

事業開始年度 令和7年度 民生施設災害復旧費

事業進捗度 － 民生施設災害復旧費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

地震により被害を受けた施設を修繕す
る。

予 算 現 額 43,100,000 円

決 算 額 17,528,610 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 10,800,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 6,728,610 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,361,900 円 総事業費　　A+B 19,890,510 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

8,128,560円

347,050円

517,000円

【夢ランドしらさぎ・ふれあいプラザ災害復旧修繕事業】 8,992,610円 0円 8,950,000円 0円 42,610円

一般財源

【市立保育所等修繕事業】 1,075,800円 0円 400,000円 0円 675,800円

【赤屋老人福祉センター等修繕事業】 1,465,200円 0円 1,450,000円 0円 15,200円

0円 5,995,000円

5,995,000円

25,571,000円

22,431,000円

833,800円

242,000円

【さぎの湯温泉地震影響調査事業】 5,995,000円 0円 0円

3,140,000円
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● 光ケーブル共架　 

● 光ケーブル張替

　令和8年1月6日に発生した地震による伯太庁舎等の被災箇所の復旧修繕等を行った。

● 伯太庁舎玄関インターロッキング等修繕

● 旧奥野邸被災応急危険度判定等手数料

　令和8年1月6日に発生した地震による観光施設の被災箇所の修繕等を行った。

● 湯田山荘他修繕

● 絣センター瓦棟シート張り手数料

※ 翌年度繰越額　修繕料、設計委託料、工事請負費

決算事項別明細書 P67

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 財政課

中事業 行政経営の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 その他公共施設・公用施設災害復旧費 災害復旧費

事業開始年度 令和7年度 その他公共施設・公用施設災害復旧費

事業進捗度 － その他公共施設・公用施設災害復旧費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

地震により被害を受けた施設を修繕す
る。

予 算 現 額 12,000,000 円

決 算 額 2,589,970 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 200,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,389,970 円

人件費コスト  B 0.1人役 787,300 円 総事業費　　A+B 3,377,270 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

413,019円

1,049,341円

【情報ネットワーク施設災害復旧事業】 1,462,360円 0円 0円 0円 1,462,360円

一般財源

令和8年1月6日に発生した地震により被害対応が多数発生したため、修繕作業が順番待ちの状態となり年度内での
修繕ができず翌年度へ繰り越した。また工事についても設計及び施工に時間を要することから翌年度へ繰り越し
た。

【伯太庁舎等災害復旧事業】 569,800円 0円 200,000円 0円 369,800円

491,810円

66,000円

7,750,000円

272,800円

297,000円

【公共施設・公用施設災害復旧費】 557,810円 0円 0円 0円 557,810円

　令和8年1月6日に発生した地震により、広瀬町菅原において市の光ケーブルを共架していた中国電力所有の電柱2
本が倒壊したため、復旧後の電柱に光ケーブルを共架する応急修繕を行い、後日、ダメージを受けた区間の光ケー
ブルを張り替える本修繕を行った。

伯太庁舎玄関インターロッキング修繕

該当

ケーブル


